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はじめに

　　今後ますます少子高齢化が進むなか，在宅医
療の進展は地域医療の重要な課題となっていま
す．地域の在宅医療活動において，薬剤師は，病
気や障害を持つ人が住み慣れた生活の場を訪問
し，主治医の指示のもとで，適切なケアを通して
療養生活の支援を行う事が求められつつありま
す．つまり，在宅医療を受ける人の望むことを手
伝い受療者の活力・活動を取り戻す事，C�;向
上，介護者の負担軽減，そして新たな障害の予防
を図る事が，リハビリを含む在宅医療の大きな目
的として考えられます．今後薬剤師が「薬局での
調剤，投薬，服薬指導」以外に，介護を必要とし
ている人たちのもとに赴き，健康指導および栄養
指導を行う事が，これからの医療に必要となるの

ではないかと考えます．（以下は，看護師など医
療に携わる方たちと懇談し得られた情報をもとに
提案したものです．）

薬剤師の従来の役割と新たな役割を考える

　　患者の状況に応じて薬剤師としての対応も限
定的なものになると思います．在宅患者の主病は
「脳血管疾患」，「認知症」，「高血圧性疾患」「虚血
性心疾患」「悪性腫瘍」，「糖尿病」など生活習慣
に起因する疾病が主であります．その中で，在宅
患者には脳血管疾患患者が最も多いという報告が
あります．これらの傷病をもつ在宅患者に対し
て，薬剤師として従来どのような役割を果たして
きたか，以下にまとめます．また考えられる課題
および今後の取り組みについても記します．
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在宅医療の充実に向けて
―地域医療での薬剤師の新たな役割を考える―
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－在宅医療における薬剤師の役割・課題・取り組

み－

【従来の役割】

①処方箋に基づき患者の状態に応じた調剤
②患者宅への医薬品・衛生材料の供給
③薬歴管理
④服薬説明
⑤服薬状況と保管状況の確認
⑥残薬の管理・麻薬の服薬管理と廃棄
⑦ケアマネージャー等の医療福祉関係者との連
携・情報共有
⑧医療福祉関係者への薬剤に関する教育
　このように，在宅患者およびその介護者への最
適かつ効率的で安全・安心な薬物医療の提供など
が役割として期待されています．
【課題】

　高齢者が多い在宅医療における課題として①加
齢による合併症とそれに伴う多剤併用の傾向にあ
る重複投薬相互作用のリスクの増大．②視覚・嚥
下能力など身体機能の低下に起因する服薬管理の
服薬方法の適切な支援．③腎・肝機能の低下や体
成分組成の変化に伴う体内薬物動態の変動や個々
人の生理機能に応じた処方・調剤・服薬の管理な
どが大きな課題としてあげられます．
【取り組み】

　　今後の取り組みとしては，他職種との連携を
さらに強化する事が望まれます．
①薬剤師と看護師間…医薬品情報の提供，薬剤訪
問指導内容の共有，重篤副作用の説明，副作用
チェックポイントの説明
②看護師から薬剤師…訪問時の副作用のチェック，
症状変化時の報告，薬の影響についての相談
③薬剤師と介護職との連携…介護職訪問時の服薬
介助，スケジュール調整依頼，介護職訪問時の
体調チェックの依頼，薬剤訪問指導内容の共
有，入院時における服薬情報の提供
④介護職から薬剤師…ケアプランの情報共有，利
用者情報の提供，介護保険に係る情報提供，生
活，経済状況等の背景等の情報を共有しなが
ら，お互いより良い在宅医療となるように密接
な連携を取る．

○薬剤師のさらなる取り組みとして

　　他職種との連携において，特に介護師や理学
療法士が行うようなマッサージやリハビリのため
の運動・スポーツなどは，薬剤師も注意事項を守
り要点を抑えることでより効率の良い在宅医療を
提供できると考えられます．運動については，医
療現場において好影響を与えるとする報告が多く
あります．端的に以下に述べます．
　人間にとって運動が必要なのはいつの時代も変
わりません．しかし，昔なら病気の人は運動をし
ないほうがよいのが常識でありました，最近は，
前に記した社会問題となっている生活習慣に関係
した疾病については，適度に体を動かすことで予
防できることがわかっています．また運動によっ
て生活の質を向上させたり，日常身体活動の維持
につながったりする運動の効果も明らかになって
います．運動が疾病予防，改善に効果的な理由の
一つに，疫学的な観点で身体活動量の多い人，特
に有酸素運動を実施している人が，心臓血管疾患
の発生数が少ないという報告があります．三大疾
病の一つである心臓血管疾患のリスクファクター
として糖尿病や高脂血症がありますが，これらの
疾患は，エネルギーの出納バランスが崩れること
で生じ，運動により改善できるという報告もあり
ます．内科的疾患に限らず，最近注目されている
ロコモティブ・シンドローム（高齢者の骨や関節
運動器疾患）が介護予防を妨げています．介護の
分野においても，運動には重要な役割があり，高
齢化が進んだ現在は，高齢者を介護する人も高齢
化しているため，介護される人の身体活動が活発
になれば，介護する人は楽になります．介護され
る側にとっても，動けるほうがいいことはいうま
でもありません．さらに精神面でも運動の効果は
認められつつあります．うつ病などの精神疾患の
治療では，すでに運動療法が取り入れられていま
す．もっと単純なところでは，気晴らしやストレ
ス解消，リラックス効果などもあります．運動に
よって脳内でセロトニンやドーパミンが放出さ
れ，精神的に好影響が現れることも報告がありま
す．少子高齢化による人口構造の変化に加え，疾
患構造の変化，とりわけ生活習慣病と呼ばれる疾
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患がクローズアップされるようになったことで，
体を動かすことの重要性があらためて注目されて
きました．特に，患者数の多い病気の改善に運動
が大きく関与していることから，その重要性に着
目することは当然の事だろうと思います．今後薬
剤師においても，運動の必要性を理解し，患者や
その介護者に運動をすすめられるように取り組む
必要があると考えられます．

おわりに

　在宅医療における薬剤師の役割・課題・取り組
みを踏まえ，運動による心身の効用について理解
し，健康のための栄養の知識も柔軟に取り入れて
在宅医療に携わる事は，薬剤師としての活動場面

を広げることに繋がると考えられます．医師たち
は，在宅医療を日常的な外来診療の延長線上にあ
るものと考えており，厚生労働省や日本医師会も
数年前から取り組みを促してきたところではあり
ますが，これまでのところ十分な成果が上がって
いません．在宅療養者に対応するには様々な困難
はありますが，まずは医療従事者としての薬剤
師が，本稿で述べたような新たな役割も含めて，
チーム医療の一環としてできることを積極的に取
り組み，その輪を広げていくことが重要であると
考えられます．
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